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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成25年5月23日(2013.5.23)

【公表番号】特表2012-522522(P2012-522522A)
【公表日】平成24年9月27日(2012.9.27)
【年通号数】公開・登録公報2012-039
【出願番号】特願2012-503839(P2012-503839)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/245    (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  19/00     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/15     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/19     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/21     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
   Ｃ１２Ｐ  21/02     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/108    (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/53     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ  15/00    ＺＮＡＡ
   Ｃ０７Ｋ  14/245   　　　　
   Ｃ０７Ｋ  19/00    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   1/15    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   1/19    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   1/21    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   5/00    １０１　
   Ｃ１２Ｐ  21/02    　　　Ｃ
   Ｃ０７Ｋ  16/12    　　　　
   Ａ６１Ｋ  37/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  37/04    　　　　
   Ａ６１Ｋ  39/108   　　　　
   Ｇ０１Ｎ  33/53    　　　Ｎ

【手続補正書】
【提出日】平成25年4月5日(2013.4.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
１を超える志賀毒素産生大腸菌（ＳＴＥＣ）セロタイプ由来の免疫原性ＳＴＥＣタンパク
質の１を超えるエピトープを含む、複数エピトープ融合タンパク質。
【請求項２】
ＳＴＥＣセロタイプが、ＳＴＥＣ Ｏ１５７、ＳＴＥＣ Ｏ２６、ＳＴＥＣ Ｏ１０３及び
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ＳＴＥＣ Ｏ１１１から選択される、請求項１に記載の複数エピトープ融合タンパク質。
【請求項３】
ＳＴＥＣセロタイプが、ＳＴＥＣ Ｏ１５７：Ｈ７、ＳＴＥＣ Ｏ２６：Ｈ１１、ＳＴＥＣ
 Ｏ１０３：Ｈ２及びＳＴＥＣ Ｏ１１１：ＮＭから選択される、請求項２に記載の複数エ
ピトープ融合タンパク質。
【請求項４】
少なくとも１つのエピトープがＳＴＥＣ Ｏ１５７：Ｈ７ Ｔｉｒに由来する、請求項１～
３のいずれかに記載の複数エピトープ融合タンパク質。
【請求項５】
エピトープがＳＴＥＣ Ｏ１５７：Ｈ７ Ｔｉｒ、ＳＴＥＣ Ｏ２６：Ｈ１１ Ｔｉｒ、ＳＴ
ＥＣ Ｏ１０３：Ｈ２ Ｔｉｒ及びＳＴＥＣ Ｏ１１１：ＮＭ Ｔｉｒ由来のエピトープを含
む、請求項４に記載の複数エピトープ融合タンパク質。
【請求項６】
タンパク質が、図５Ｂに示すアミノ酸の配列に少なくとも８０％同一のアミノ酸の配列を
含む、請求項５に記載の複数エピトープ融合タンパク質。
【請求項７】
タンパク質が、図５Ｂに示すアミノ酸配列を含む、請求項６に記載の複数エピトープ融合
タンパク質。
【請求項８】
担体分子に連結されている、請求項１～７のいずれかに記載の複数エピトープ融合タンパ
ク質。
【請求項９】
担体分子がＲＴＸ毒素である、請求項８に記載の複数エピトープ融合タンパク質。
【請求項１０】
担体分子がロイコトキシンポリペプチドである、請求項９に記載の複数エピトープ融合タ
ンパク質。
【請求項１１】
ロイコトキシンポリペプチドがＬＫＴ３５２である、請求項１０に記載の複数エピトープ
融合タンパク質。
【請求項１２】
タンパク質が、図６Ｂに示すアミノ酸の配列に少なくとも８０％同一のアミノ酸の配列を
含む、請求項１１に記載の複数エピトープ融合タンパク質。
【請求項１３】
タンパク質が、図６Ｂに示すアミノ酸配列を含む、請求項１２に記載の複数エピトープ融
合タンパク質。
【請求項１４】
請求項１～１３のいずれかに記載の複数エピトープ融合タンパク質及び薬学的に許容され
るビヒクルを含む組成物。
【請求項１５】
請求項１～１３のいずれかに記載の複数エピトープ融合タンパク質を薬学的に許容される
ビヒクルと組み合わせることを含む、組成物を作製する方法。
【請求項１６】
請求項１～１３のいずれかに記載の複数エピトープ融合タンパク質をコードするコード配
列を含むポリヌクレオチド。
【請求項１７】
（ａ）請求項１６に記載のポリヌクレオチド；及び
（ｂ）前記ポリヌクレオチドに作動可能に連結し、それによりコード配列が宿主細胞にお
いて転写され翻訳されることが可能である制御エレメント
を含む組換えベクター。
【請求項１８】
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請求項１７に記載の組換えベクターで形質転換される宿主細胞。
【請求項１９】
（ａ）請求項１８に記載の宿主細胞の集団を提供すること、及び
（ｂ）組換えベクター中に存在するコード配列によりコードされるタンパク質が発現され
る条件下で、前記細胞の集団を培養すること
を含む、複数エピトープ融合タンパク質を作製する方法。
【請求項２０】
請求項１～１３のいずれかに記載の複数エピトープ融合タンパク質に特異的な抗体。
【請求項２１】
ポリクローナルである、請求項２０に記載の抗体。
【請求項２２】
モノクローナルである、請求項２０に記載の抗体。
【請求項２３】
（ａ）生体試料を提供すること、
（ｂ）ＳＴＥＣ抗体が、前記生体試料中に存在するときは、前記ＳＴＥＣ抗体が複数エピ
トープ融合タンパク質に結合して抗体／抗原複合体を形成することを可能にする条件下で
、前記生体試料を、請求項１～１３のいずれかに記載の複数エピトープ融合タンパク質と
反応させること、及び
（ｃ）前記複合体の存在又は非存在を検出し、それにより前記試料中におけるＳＴＥＣ抗
体の存在又は非存在を検出すること
を含む、生体試料においてＳＴＥＣ抗体を検出する方法。
【請求項２４】
請求項１～１３のいずれかに記載の複数エピトープ融合タンパク質及び免疫診断試験を行
うための使用説明書を含む、ＳＴＥＣ感染を検出するための免疫診断試験キット。
【請求項２５】
少なくとも２つの精製された免疫原性志賀毒素産生大腸菌（ＳＴＥＣ）タンパク質を含み
、前記ＳＴＥＣタンパク質が、完全長ＳＴＥＣタンパク質、その免疫原性断片及びバリア
ントから選択され、前記ＳＴＥＣタンパク質のうちの少なくとも１つがＳＴＥＣ Ｏ１５
７及び少なくとも１つの他のＳＴＥＣセロタイプと反応する抗体を産生する、組成物。
【請求項２６】
ＳＴＥＣタンパク質のうちの少なくとも１つが、ＳＴＥＣ Ｏ１５７及び少なくとも２つ
の他のＳＴＥＣセロタイプと反応する抗体を産生する、請求項２５に記載の組成物。
【請求項２７】
ＳＴＥＣタンパク質のうちの少なくとも１つが、ＳＴＥＣ Ｏ１５７及び少なくとも３つ
の他のＳＴＥＣセロタイプと反応する抗体を産生する、請求項２６に記載の組成物。
【請求項２８】
Ｔｉｒ、ＥｓｐＡ、ＥｓｐＢ、ＥｓｐＤ、ＥｓｐＲＩ、ＮｌｅＡ、Ｔｃｃｐ、ＥｓｐＧ、
ＥｓｐＦ、ＮｌｅＥ、ＮｌｅＡ、ＮｌｅＨ及びＮｌｅＨ２－１から選択される１を超える
ＳＴＥＣタンパク質を含む、請求項２５～２７のいずれかに記載の組成物。
【請求項２９】
ＳＴＥＣタンパク質がＳＴＥＣ Ｏ１５７：Ｈ７由来である、請求項２８に記載の組成物
。
【請求項３０】
請求項１～１３のいずれかに記載の複数エピトープ融合タンパク質をさらに含む、請求項
２５～２９のいずれかに記載の組成物。
【請求項３１】
免疫アジュバントをさらに含む、請求項２５～３０のいずれかに記載の組成物。
【請求項３２】
請求項１４及び２５～３１のいずれかに記載の治療有効量の組成物を含む、哺乳動物にお
けるＳＴＥＣ抗原に対する免疫応答の誘発剤。
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【請求項３３】
哺乳動物が反芻動物である、請求項３２に記載の誘発剤。
【請求項３４】
反芻動物がウシ対象である、請求項３３に記載の誘発剤。
【請求項３５】
反芻動物に、請求項１４及び２５～３１のいずれかに記載の治療有効量の組成物を投与す
ることを含む、反芻動物におけるＳＴＥＣのコロニー形成を低減するための方法。
【請求項３６】
反芻動物に、請求項１４及び２５～３１のいずれかに記載の治療有効量の組成物を投与す
ることを含む、反芻動物からのＳＴＥＣ排出を低減するための方法。
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